
 

 

 

 

 

 

 

 

八潮市地域開発事業経営戦略（八潮南部東地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年３月 

八潮市 

 



 

- 1 - 

 

■経営戦略策定の趣旨 

本市が施行する土地区画整理事業について、経営の健全化を図り、安定的に事業を推進

するため、平成 26年８月 29日付け総務省通知「公営企業の経営に当たっての留意事項に

ついて」（総財公第 107 号、総財営第 73 号、総財準第 83 号、総務省通知）及び平成

28年１月 26日付け総務省通知「経営戦略」の策定推進について」（総財公第 10号、総

財営第２号、総財準第４号）に基づき、経営戦略を策定する。 

 

■計画期間 

令和２年度～令和１６年度 

 

■事業概要 

事業名：草加都市計画事業八潮南部東一体型特定土地区画整理事業 

事業の種類：土地区画整理事業 

事業開始年月日：平成９年５月９日 

施行地区：八潮南部東地区 

地方公営企業法：非適用 

 

■施行地区 

（１）施行地区の位置 

本地区は、東京都心から北東約 15㎞、八潮市中心市街地の南約 0.9～2.1 ㎞の距離にあ

り、都市高速道路三郷線の八潮ランプの西側の一部を含み、同線の東側に位置する東西約

1.7km、南北約0.7kmの区域である。 

大都市地域における宅地開発及び鉄道整備の一体的推進に関する特別措置法（宅鉄法）

に基づいて、特定鉄道に指定された都市高速鉄道常磐新線を含み、宅地開発と鉄道の一体

的整備の拠点として位置づけられた重点地域（八潮南部地区：約 259.2ha を含む）で施行

される一体型土地区画整理事業のうち、東側の約88.1ha の地区である。 
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（２）施行地区位置図 

 

 

（３）施行地区の区域 

本地区は、草加都市計画事業八潮南部土地区画整理事業として決定された施行区域約

259.2ha のうち、東側の約 88.1haの区域で、施行地区に含まれている土地の名称は次の

とおりである。 

八潮市大字南川崎字八反野の全部及び大字二丁目字下、大字木曽根字西及び字下、大字

南川崎字根通、大字伊勢野字根通、大字大瀬字稗田の各一部。 
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（４）設計図 
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■設計の概要 

（１）土地区画整理事業の目的 

大都市地域に置ける著しい住宅・宅地需用を背景に、大量の住宅地の円滑な供給と新た

な鉄道の整備を一体的に推進するいわゆる「宅鉄法」が平成元年に法制化され、大量の住

宅・宅地供給を行う重点地域として、当地区を含む八潮南部地区（約 259.2ha）が指定を

受けたことから、一体型土地区画整理事業の実施により常磐新線の建設と良質な住宅・宅

地を同時に整備し、新駅を中心とした新たな拠点形成の必要性が高まっている。 

八潮市は、都心より約 15㎞の至近距離に位置しながらこれまで鉄道が市域に存在せず、

高速かつ大量輸送交通機関である鉄道の導入とこれに併せた交通体系の整備及び都市機能

の強化は多年にわたる課題であったことから、本事業により都市基盤整備と良質な住宅・

宅地の供給を行うとともに、都市高速鉄道常磐新線の整備による交通事情の改善と都市機

能集積の促進を図り、以て地域の秩序ある発展に寄与することを目的として行うものであ

る。 

 

（２）施行地区内の土地の現況 

（イ）地区の性格と発展状況 

本地区は、平成 8年5月に新たに市街化区域に編入された地区であり、昭和初期の土地

改良事業以降は道路・公園等の公共施設整備がほとんど行われておらず、農地や資材置き

場等の低未利用地が土地利用の主体となっている。 

一方、都心部への近接性を反映して、地区全域にわたって農地転用等による工場･住宅等

の立地がみられ、土地利用の混在が問題となっている。特に地区の北東部には比較的規模

の大きな工場・倉庫等の事業所が集中している。 

 

（ロ）地区内の人口及びその密度 

平成 7年 10月現在、地区内の人口は約 1,805 人、563世帯であり、人口密度は 20.5

人／haとなっている。 

 

（ハ）土地利用状況 

本地区の土地利用現況としては、平成 7年度における現況調査等によると、農地や資材

置き場等の低未利用地が全体の約 49％を占め、次いで工業地約 16％、住宅地約 8％とな

っており、農・住・工の土地利用混在が著しい状況となっている。 
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地区内には約 590戸の建物が分布し、東京電力の高圧線が東西１系統（潮止線 154kv）、

南北２系統（小松川線 154kv、亀戸線 154kv）存在する。 

 

（ニ）街路及び宅地の状況 

主要地方道松戸・草加線（幅員 11ｍ）が地区の西側を通過するほかは、東側地区界とな

る潮止通り、県立八潮南高等学校前のゆまにて通り等の幅員 8ｍ以上を有する道路が数路線

あるのみで、地区内の道路の大半は昭和初期の土地改良事業により整備された 6ｍ未満の道

路である。このため、道路幅員及び道路密度ともに不足している。 

一部に農地等のまとまった空閑地が存在するが、幅員 6ｍ以上の道路沿道を中心に、工

場・倉庫及び住宅がほぼ地区全域に立地している。 

 

（ホ）建物の高度化の傾向 

地区北東部に比較的規模の大きな工場・倉庫等の事業所が立地し、地区のほぼ全域に中

小規模の作業所や住宅が存在する。 

県立八潮南高等学校及び集合住宅の一部が４階建てである以外は、いずれも３階以下の

建築物であり、現在は特に高度化の傾向は見られない。 

 

（へ）地勢 

本地区の地勢は中川の後背低地をなし、標高１～３ｍの概ね平坦な地形である。 

地質は、洪積層の下総層群を相対的基盤としてその上部を立川礫層及び七号地積相当層

が覆っており、さらにその上位には軟弱な沖積層である有楽町層相当層が厚く分布してい

る。 

 

（ト）用排水 

地区内には雨水排水兼用の用水路が縦横に見られる。また、地区中央から南西方向に流

れる大正第一幹線都市下水路があり、垳川に流入している。 

 

（チ）公益施設 

地区の西側に老人福祉センター「寿楽荘」が立地し、東側には勤労青少年ホーム・勤労

者体育センター「ゆまにて」、中央部には学童保育所・福祉作業所「わかくさ」がある。 
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（リ）上水、ガス等供給処理施設 

上水道、電気、電話は地区内の各戸に供給されている。 

 

（ヌ）学校等文教施設 

地区のほぼ中央に市立潮止小学校、東側には県立八潮南高等学校が立地する。 

 

（ル）工場の立地状況 

地区北東部及び中央部を中心に大規模な工場及び倉庫等の事業所が立地しており、その

ほかにも中小規模の家内工場等が地区内に散在している。 

 

（ヲ）地価 

平成 9年 5月 9日現在の地価については、平均170,000 円／㎡程度となっている。 

 

（３）設計の方針 

（イ）土地利用計画 

本地区の基本的な土地利用計画としては、増大する住宅・宅地需用への対応を図るため、

大都市近郊の利便性の高い住宅地を基本とし、さらに地区内に立地する教育施設及び公益

施設を核とした教養文化ゾーンの形成を図る。 

また、４車線以上の幹線道路沿いには沿道型商業・業務施設の立地誘導を図るほか、既

存の工場・倉庫等の事業所が多く立地する地区北東部及び都市高速道路三郷線西側には工

業系の土地利用を計画する。 

なお、現況の土地利用において農地が多く存在するため、営農意向に基づき集合農地区

を約 0.20ha計画する。 

 

（ロ）人口計画 

本地区内の計画人口密度は１ha当り 103人、計画人口は約 9,100 人を計画する。 

 

（ハ）公共施設計画 

道路網の構成は、都市計画道路 3・3・3 草加三郷線（幅員 22ｍ）、3・3・48 八潮三

郷東西線（幅員 27ｍ）、3・3・49 八潮南北線（幅員 27ｍ）、3・4・50 垳三郷線（幅

員 20ｍ）、3・4・51 木曽根南川崎線（幅員 16ｍ）、3・5・53 木曽根伊勢野線（幅員

14ｍ）等の都市計画道路を根幹として、地区内に幅員 4～14ｍの区画道路を適宜配置し、
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地区外既存道路と関連させて円滑な道路系統を確立するよう計画する。 

また、幅員 9ｍ以上の道路及び幅員 8ｍ道路の一部については、歩行者の安全性及び利便

性を考慮して歩車道の分離を図る。 

公園については、施行地区面積の 3％以上、かつ計画人口１人当たり 3㎡以上を確保し、

近隣公園２か所と、街区公園３か所を誘致距離を考慮しながら適切に配置する。また、雨

水排水の調整池を各排水区の容量を勘案した上で３か所配置する。 

 

（ニ）供給処理施設計画 

上水道は、地区全域に供給を行うものとし、本事業による道路計画にあわせて給水管の

移設及び新設を行う。 

下水道は、中川流域関連八潮市公共下水道計画に基づき、分流式により整備を行うもの

とし、道路計画にあわせて排水管を布設する。 

電気・電話・ガスについても、道路整備及び市街化の進捗状況にあわせて、各事業者と

協議のうえ移設・新設を行い、地区全域に供給する。 

 

（ホ）公益的施設の配置等 

地区内には「寿楽荘」、「ゆまにて」、「わかくさ」等の公益施設があり、既存施設の利用

を図るものとし、新たな公益施設は特に計画しない。 

また、教育施設としては、地区のほぼ中央に市立潮止小学校、東側には県立八潮南高等

学校が立地しており、さらに中学校の新設を計画する。 

 

公益的施設計画表

種 別 数 量 面 積 （ ｈ ａ ）

公 益 施 設 ３か所 0.9

教 育 施 設 ３か所 7.9

そ の 他 － 0.7

合 計 9.5

摘　　　　　　　要

寿楽荘、ゆまにて、わかくさ

市立潮止小学校及び新設中学校用地、県立八潮南高等学校

鉄塔用地（９か所）、社寺、墓地
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（４）整理施行前後の地積 

（イ）土地の種目別施行前後対照表 

地積（㎡） 割合（％） 筆　数 地積（㎡） 割合（％）

34,415.89 3.91 6 65,270.67 7.41 

34,415.89 3.91 6 65,270.67 7.41 

32,715.92 3.71 5 1,861.14 0.21 

32,715.92 3.71 5 1,861.14 0.21 

67,131.81 7.62 11 67,131.81 7.62 

67,131.81 7.62 11 67,131.81 7.62 

24,550.85 2.79 489 136,544.82 15.50 

24,550.85 2.79 489 136,544.82 15.49 

1,855.09 0.21 49  

1,855.09 0.21 49  

673.51 0.08 2 27,369.30 3.11 

673.51 0.08 2 27,369.30 3.11 

17,843.91 2.03 

17,843.91 2.03 

27,079.45 3.08 540 181,758.03 20.64 

27,079.45 3.08 540 181,758.03 20.64 

94,211.26 10.70 551 248,889.84 28.26 

94,211.26 10.70 551 248,889.84 28.26 
341,378.95 38.75 653

341,378.95 38.76 653

27,530.82 3.13 131

27,530.82 3.13 131

210,090.13 23.86 1,002

210,090.13 23.85 1,002
1,298.00 0.15 6

1,298.00 0.14 6

2,915.00 0.33 2

2,915.00 0.33 2

2,831.28 0.32 70 524,947.08 59.61 

2,831.28 0.32 70 524,947.08 59.60 

83,583.00 9.49 252

83,583.00 9.49 252
669,627.18 76.03 2,116

669,627.18 76.02 2,116

682.12 0.08 3

682.12 0.08 3

73,000.27 8.29 77

73,000.27 8.29 77

38,897.44 4.41 70

38,897.44 4.41 70

112,579.83 12.78 150

112,579.83 12.78 150

782,207.01 88.81 2,266 524,947.08 59.61 

782,207.01 88.80 2,266 524,947.08 59.60 

106,950.00 12.14 

106,950.00 12.14 

4,368.65 0.50 

4,368.65 0.50 

880,786.92 100.00 2,817 880,786.92 100.00 

880,786.92 100.00 2,817 880,786.92 100.00 

市 有 地

大正第一幹線都市下水路

 調整池（14,844.32㎡）含む

うち鉄道施設区17,339.99㎡

水 路

備 考

境 内 地

道 路

小　　計

畑

施　　行　　後

道 路

公 園

小　　計

施　　行　　前

墓 地

宅 地

種　　　目

地

方

公

共

団

体

所

有

地

緑　　地

水 路

国

有

地

公

共

用

地

測　量　増　減

総　　　　　　計

宅

地
合　　計

国 有 地

田

公衆用道路

県 有 地

公

 
 

有
 

 
地

保　　留　　地

合　　計

小　　計

雑 種 地

民

有

地

小　　計
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（ロ）減歩率計算表 

整  理  後  宅  地  地  積 差  引  減  歩  地  積 減 　歩 　率

保 留 地 を
含 め た

保 留 地 を
除 い た

公 共
減 歩 地 積

公共・保留地
を 合 算 し た
減 歩 地 積

公 共
減 歩 率

公共・保留地
合 算
減 歩 率

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ % %

782,207.01 786,575.66 631,897.08 524,947.08 154,678.58 261,628.58 19.66 33.26 

782,207.01 786,575.66 631,897.08 524,947.08 154,678.58 261,628.58 19.66 33.26 

同更正地積

（ 測 量 増 減

を 加 減 し

た も の ）

整 理 前

宅 地 面 積

( 台帳地積 )

 

（５）保留地の予定地積 

整 理 前 宅 地
価 格 総 額
( 予 想 ）

整 理 後 宅 地
価 格 総 額
( 予 想 ）

宅 地 価 格
総 額 の
増 加 額

整 理 後
１㎡当り予定
価 格

保留地として
取 り 得 る
最大限地積

保 留 地 の
予 定 地 積

割 合
摘 要
（ 整 理 前 ）

千円 千円 千円 円／㎡ ㎡ ㎡ % 円／㎡

133,717,862 172,507,902 38,790,040 273,000 142,088.06 106,950.00 75.27 170,000 

133,717,862 172,507,902 38,790,040 273,000 142,088.05 106,950.00 75.27 170,000 
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（６）公共施設整備改善の方針 

（イ）地域地区等の指定 

本地区は、第一種低層住居専用地域であるが、今後、土地用計画にあわせて用途地域の

見直しを行う予定である。 

施行地区に係る都市計画

項目

種類

草加都市計画区域の変更決定 昭和36年9月1日 建設省告示第 2546号

草加都市計画市街化区域の変更決定 平成4年5月9日 埼玉県告示第 823号

平成8年4月24日 埼玉県告示第 677号 第一種中高層住居専用地域

平成8年4月24日 埼玉県告示第 677号 第一種住居地域

平成8年4月24日 埼玉県告示第 677号 準住居地域

平成8年4月24日 埼玉県告示第 677号 近隣商業地域

平成8年4月24日 埼玉県告示第 677号 準工業地域

平成8年4月24日 埼玉県告示第 677号 工業地域

草加都市計画生産緑地地区の決定 平成4年5月9日 八潮市告示第 75号 八潮南部東地区内20か所

草加都市計画地区計画の決定 平成8年4月24日 埼玉県告示第 79号

草加都市計画準防火地域の決定 平成8年4月24日 埼玉県告示第 76号

草加都市計画八潮南部土地区画整理 平成4年5月9日 八潮市告示第 76号

促進区域の決定

草加都市計画道路

3･3･3草加三郷線の決定 昭和42年3月25日 埼玉県告示第 371号 幅員22m

同変更決定 平成4年5月9日 埼玉県告示第 830号 一部線形変更

3･3･48八潮三郷東西線の決定 平成4年5月9日 埼玉県告示第 830号 幅員27m

3･3･49八潮南北線の決定 平成4年5月9日 埼玉県告示第 830号 幅員27m

3･4･50垳三郷線の決定 平成4年5月9日 埼玉県告示第 830号 幅員20m

3･4･51木曽根南川崎線の決定 平成4年5月9日 埼玉県告示第 830号 幅員16m

3･5･53木曽根伊勢野線の決定 平成4年5月9日 八潮市告示第   74号 幅員14m

都市高速鉄道常磐新線の決定 平成4年5月9日 埼玉県告示第 829号

草加都市計画土地区画整理事業

八潮南部土地区画整理事業の決定

備　　　　　考

837号埼玉県告示第

都市施設

市街地開発事業

告 示 番 号内                        容 告 示 年 月 日

草加都市計画用途地域の変更決定

都市計画区域

市街化区域

促進地区

地域地区

平成4年5月9日

 

（ロ）街路の整備計画 

本事業により整備する 3・3・48 八潮三郷東西線（幅員 27ｍ）と埼玉県の道路事業で

進められている 3・3・3 草加三郷線（幅員 22ｍ）により地区の東西及び南北交通軸を形

成し、新駅や八潮市中心市街地等への連絡強化を図る。さらに 3・4・51 木曽根南川崎線

（幅員 16ｍ）及び 3・5・53木曽根伊勢野線（幅員 14ｍ）を地区内外への交通を効率的

に集散させる道路とし、これらの道路により交通の円滑化と道路体系の強化を図る。 

また、都市計画道路を軸として、幅員 14ｍ、12ｍ、11ｍ、10ｍ、9ｍ、8.5ｍ、7.5

ｍ、7ｍ、6ｍ、4ｍの区画街路及び 6ｍ、4ｍの特殊街路を各道路の段階構成と土地利用計

画を勘案して適宜配置する。
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 都市計画街路についてはすべて歩道を設け、車道はアスファルトコンクリート舗装、歩

道はインターロッキング舗装等により整備を行う。区画街路については、幅員 9～14ｍ街

路及び 8ｍ街路の一部は歩道を設け、歩道はすべてアスファルトコンクリート舗装とし、特

殊街路についてはインターロッキング舗装等により整備を行う。 

 

（ハ）公園の整備計画 

公園については、住区構成や分断要素、誘致距離等を勘案して近隣公園２か所、街区公

園３か所を適宜配置する。 

なお、公園合計面積は約2.7ha で、施行地区面積の 3％以上、かつ計画人口１人当たり

3㎡以上確保する。 

 

（ニ）排水計画 

本地区の排水は、中川流域関連八潮市公共下水道計画に基づき分流式により整備を行う。 

雨水排水については、大正排水区、鳥内排水区、南川崎排水区に属しており、道路側溝

及び雨水管渠等により地区内３か所の調整池に集水し、流量調整後、大正第一幹線都市下

水路及び中川に放流する。 

汚水排水については、第四処理分区に属しており、汚水函渠により集水し、三郷市の中

川流域下水道処理センターにおいて処理する。 
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（ホ）公共施設別調書 

形　　状　　寸　　法
幅員(m) 延長（m） 面積（㎡）

３・３・３ 「3.5-15.0-3.5」
草加三郷線 22 593.2 14,573.35 車道ＡＳ 歩道ＩＬＢ 別途施行(埼玉県)
３・３・４８ 「5.5-16.0-5.5」
八潮三郷東西線 27 346.3 12,443.10 車道ＡＳ 歩道ＩＬＢ 一部地区外
３・３・４９ 「5.5-16.0-5.5」
八潮南北線 27 438.9 11,027.86 車道ＡＳ 歩道ＩＬＢ 一部地区外
３・４・５０ 「5.5-9.0-5.5」
垳三郷線 20 1,468.7 30,510.46 車道ＡＳ 歩道ＩＬＢ
３・４・５１ 「4.5-7.0-4.5」
木曽根南川崎線 16 477.8 5,773.49 車道ＡＳ 歩道ＩＬＢ 一部地区外
３・５・５３ 「3.5-7.0-3.5」
木曽根伊勢野線 14 459.5 7,052.25 車道ＡＳ 歩道ＩＬＢ 一部地区外

3,784.4 81,380.51
「3.5-7.0-3.5」

14 58.6 730.91 アスファルト舗装 一部地区外

58.6 730.91
「2.5-7.0-2.5」

12 11.8 253.44 アスファルト舗装

12 72.2 375.24 アスファルト舗装

84.0 628.68
「5.5-5.5」

11 131.7 1,784.10 アスファルト舗装 一部地区外

131.7 1,784.10
「2.0-6.0-2.0」

10 167.4 1,690.44 アスファルト舗装

10 222.3 2,232.26 〃

10 340.0 3,196.74 〃 一部地区外

10 223.3 2,244.99 〃

10 312.5 3,133.67 〃
「2.0-8.0」

10 67.7 695.10 アスファルト舗装

1,333.2 13,193.20
「3.0-6.0」

9 99.3 998.27 アスファルト舗装 一部地区外

9 220.7 1,991.01 〃

9 317.1 2,862.57 〃

9 184.3 1,663.57 〃

9 108.7 987.36 〃

9 372.3 3,355.10 〃

9 1.4 25.40 アスファルト舗装

9 117.3 30.56 〃
「3.0-6.0」

9 186.1 1,687.70 アスファルト舗装

1,607.2 13,601.54

名　　　　称
道 路
種 別

区

－ １

区 －

号線

号線

区 １２ － １－２号線

１２ １－１

区 １０ －

１１ － １

小 計

号線

号線

整　備　計　画 摘　　要

区

画

街

路

街

路

区 分

区 １４

１

区

区

－ ２

区 １０ － ４

号線

－ ３ 号線

区 １０

号線

１０

号線

区 １０ － ６ 号線

１０区 － ５

号線

区 － ２ 号線

区 ９ － １

号線

区 － ４ 号線

－ ３

５ 号線

区 － ６ 号線

区

区 － ７－２号線

区 －９

９

区 － ８ 号線

９

９

９

９

９

９

７－１号線

－

◇

◇

◇

◇

◇

◎幹

線

街

路

小 計

小 計

小 計

幹 線 街 路 計

小 計
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形　　状　　寸　　法
幅員(m) 延長（m） 面積（㎡）

8.5 208.0 510.79 アスファルト舗装 一部地区外

208.0 510.79

8 244.6 1,984.12 アスファルト舗装

8 62.5 517.39 〃

8 147.5 1,214.68 〃

8 147.0 1,218.87 〃

8 11.2 93.82 〃

8 199.7 140.74 〃

8 173.9 1,395.66 〃 一部地区外

8 131.1 1,065.86 〃

8 153.2 1,247.69 〃

8 108.7 886.97 〃

8 146.5 1,189.27 〃

8 110.1 898.07 〃

8 327.5 2,637.83 〃
「2.0-6.0」

8 211.9 1,721.55 アスファルト舗装

8 45.7 367.92 〃

8 105.1 845.08 〃

8 37.5 307.41 〃

8 83.2 674.86 〃

2,446.9 18,407.79

7.5 34.7 48.04 アスファルト舗装 一部地区外

34.7 48.04

6 136.2 827.21 アスファルト舗装

6 54.8 336.97 〃

6 97.0 585.26 〃

6 286.8 1,734.18 〃

6 66.5 406.10 〃

6 152.0 916.42 〃

6 54.7 337.31 〃

6 453.3 2,727.17 〃

区

区

画

街

路

街

路

区 ８.５ － １

区 ８ － ２

号線

区 ８ － １ 号線

８ － ４ 号線

号線

区 ８ － ３ 号線

号線

区 ８ － ６ 号線

区 ８ － ５

号線

区 ８ － ８ 号線

区 ８ － ７

号線

区 ８ － １０ 号線

区 ８ － ９

号線

区 ８ － １２ 号線

区 ８ － １１

－ １３ 号線

区 ８ － １４ 号線

区 ８

号線

区 ８ － １６ 号線

区 ８ － １５

号線

区 ８ － １８ 号線

区 ８ － １７

号線

区 ６ － １ 号線

区 ７.５ － １

号線

区 ６ － ３ 号線

区 ６ － ２

号線

区 ６ － ５ 号線

区 ６ － ４

－ ６ 号線

区 ６ － ７ 号線

区 ６

号線区 ６ － ８

小 計

小 計

小 計

区 分 名　　　　称
道 路
種 別

整　備　計　画 摘　　要
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形　　状　　寸　　法
幅員(m) 延長（m） 面積（㎡）

6 92.9 566.55 アスファルト舗装

6 125.6 766.77 〃

6 160.0 972.67 〃

6 257.2 1,556.29 〃

6 99.9 601.42 〃

6 78.0 476.56 〃

6 111.8 679.83 〃

6 117.3 721.64 〃

6 38.5 239.91 〃

6 51.7 323.93 〃

6 68.1 413.88 〃

6 107.7 660.83 〃

6 138.7 841.44 〃

6 108.8 659.55 〃

6 166.7 1,009.74 〃

6 193.7 1,176.56 〃

6 68.8 421.90 〃

6 256.7 1,553.97 〃

6 178.1 1,091.06 〃

6 88.2 538.48 〃

6 313.6 1,889.30 〃

6 67.1 412.11 〃

6 249.0 750.54 〃 一部地区外

6 122.9 746.19 〃

6 104.3 635.11 〃

6 34.9 214.59 〃

6 84.1 511.97 〃

6 362.5 2,183.99 〃

6 53.1 328.39 〃

6 119.5 727.60 〃

6 59.9 368.19 〃

区

画

街

路

街

路

６

１２

－ １０

区 ６ － ９ 号線

号線

区 ６ － １１ 号線

区

号線

区 ６ － １３ 号線

区 ６ －

－ １４ 号線

区 ６ － １５ 号線

区 ６

号線

区 ６ － １７ 号線

区 ６ － １６

－ １８ 号線

区 ６ － １９ 号線

区 ６

号線

区 ６ － ２２ 号線

区 ６ － ２１

－ ２３ 号線

区 ６ － ２４ 号線

区 ６

号線

区 ６ － ２６ 号線

区 ６ － ２５

－ ２７ 号線

区 ６ － ２８ 号線

区 ６

号線

区 ６ － ３０ 号線

区 ６ － ２９

号線

区 ６ － ３２ 号線

区 ６ － ３１

－ ３３ 号線

区 ６ － ３４ 号線

区 ６

号線

区 ６ － ３６ 号線

区 ６ － ３５

－ ３７ 号線

区 ６ － ３８ 号線

区 ６

号線

区 ６ － ４０ 号線

区 ６ － ３９

区 分 名　　　　称
道 路
種 別

整　備　計　画 摘　　要
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形　　状　　寸　　法
幅員(m) 延長（m） 面積（㎡）

6 253.5 1,531.93 アスファルト舗装

6 63.7 391.43 〃

6 42.6 264.86 〃

6 263.5 1,598.82 〃

6 32.7 205.12 〃

6 52.3 323.78 〃

6 153.9 928.97 〃

6 256.9 1,556.74 〃

6 44.4 279.45 〃

6 136.1 826.08 〃

6 98.7 606.75 〃

6 22.7 69.82 〃 一部地区外

6 181.4 1,097.55 〃

6 192.0 1,160.92 〃

6 84.9 518.60 〃

6 147.0 896.45 〃

6 56.2 346.49 〃

6 44.2 274.33 〃

6 70.5 432.45 〃

6 56.2 346.47 〃

6 36.0 224.99 〃

6 229.9 1,392.41 〃

6 125.9 760.93 〃

6 223.2 279.20 〃

6 106.5 647.76 〃

6 105.2 640.01 〃

6 153.9 934.43 〃

6 64.7 397.04 〃

6 64.7 397.07 〃

6 53.0 327.14 〃

6 56.6 352.35 〃
区 ６ －

区

画

街

路

街

路

６

４３

－ ４１ 号線

区 ６ － ４２ 号線

区

６

号線

区 ６ － ４４ 号線

区 ６ －

４７

－ ４５ 号線

区 ６ － ４６ 号線

区

６

号線

区 ６ － ４８ 号線

区 ６ －

５１

－ ４９ 号線

区 ６ － ５０ 号線

区

６

号線

区 ６ － ５２ 号線

区 ６ －

５５

－ ５３ 号線

区 ６ － ５４ 号線

区

６

号線

区 ６ － ５６ 号線

区 ６ －

５９

－ ５７ 号線

区 ６ － ５８ 号線

区

６

号線

区 ６ － ６０ 号線

区 ６ －

６３

－ ６１ 号線

区 ６ － ６２ 号線

区

６

号線

区 ６ － ６４ 号線

区 ６ －

６８

－ ６６ 号線

区 ６ － ６７ 号線

区

６

号線

区 ６ － ６９ 号線

区 ６ －

－ ７０ 号線

区 ６ － ７１ 号線

区

７２ 号線

区 分 名　　　　称
道 路
種 別

整　備　計　画 摘　　要
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形　　状　　寸　　法
幅員(m) 延長（m） 面積（㎡）

6 127.2 774.52 アスファルト舗装

6 283.0 1,709.31 〃

6 40.1 249.87 〃

6 54.6 336.45 〃

6 38.4 239.47 〃

6 39.3 244.62 〃

6 370.1 2,229.81 〃

6 51.4 317.26 〃

6 366.9 2,200.86 〃

6 69.1 423.85 〃

6 171.2 1,036.11 〃

6 57.2 352.96 〃

6 34.0 213.02 〃

6 115.6 703.21 〃

6 39.7 247.33 〃

6 150.9 915.66 〃

6 39.5 246.69 〃

6 10.5 71.96 〃

6 9.6 66.60 〃

6 9.6 66.60 〃

6 9.6 66.60 〃

6 18.6 168.18 〃

6 27.7 175.28 〃

6 31.5 198.27 〃

6 6.4 1.59 〃 一部地区外

6 81.4 503.81 〃

6 113.1 689.78 〃

11,219.8 66,371.59

4 105.3 432.16 アスファルト舗装

4 54.0 225.04 〃

4 66.1 268.72 〃

－区

画

街

路

街

路

６

－

号線

区 ６ － ７４ 号線

区

－

７３

号線

区 ６ － ７６ 号線

区 ６

－

７５

号線

区 ６ － ７８ 号線

区 ６

－

７７

号線

区 ６ － ８１ 号線

区 ６

－

７９

号線

区 ６ － ８３ 号線

区 ６

－

８２

号線

区 ６ － ８５ 号線

区 ６

－

８４

号線

区 ６ － ８７ 号線

区 ６

８８ 号線

号線

８６

区 ６ － ８９

区 ６

号線

区 ６ － ９１ 号線

区 ６ － ９０

号線

区 ６ － ９３ 号線

区 ６ － ９２

号線

区 ６ － ９５ 号線

区 ６ － ９４

号線

区 ６ － １００号線

区 ６ － ９６

号線

区 ６ － １０２号線

区 ６ － １０１

号線

区 ４ － １ 号線

区 ６ － １０３

号線

区 ４ － ６ 号線

区 ４ － ５

小 計

区 分 名　　　　称
道 路
種 別

整　備　計　画 摘　　要
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形　　状　　寸　　法
幅員(m) 延長（m） 面積（㎡）

4 53.4 217.93 アスファルト舗装

4 56.6 235.46 〃

4 54.6 227.32 〃

4 54.6 227.32 〃

4 205.1 408.51 〃 一部地区外

4 107.3 83.13 〃 一部地区外

757.0 2,325.59

17,881.1 117,602.23

6 30.4 182.57 ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装

6 40.0 240.00 〃

6 39.4 248.19 〃

6 39.4 236.19 〃

6 34.4 217.91 〃

6 36.5 218.60 〃

220.1 1,343.46

4 59.7 238.67 ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装

4 46.0 183.99 〃

4 39.3 157.00 〃

4 37.6 150.60 〃

4 38.2 152.90 〃

4 61.6 246.25 〃

4 16.7 66.76 〃

4 73.3 293.12 〃

372.4 1,489.29

592.5 2,832.75

22,258.0 201,815.49

10,800.07

10,001.63

20,801.70

2,000.00

2,500.03

名　　　　称
道路

種別
整　備　計　画 摘　　要

１ 号 街 区 公 園

２ 号 街 区 公 園

公

　

園

　

・

　

緑

　

地

公

園

小 計

２ 号 近 隣 公 園

４ － ７ 号線

号線

４

号線

号線

号線

号線

小 計

歩 ４ － ６

小 計

歩 ４ － ８

特 殊 街 路 計

街 路 計

１ 号 近 隣 公 園

歩

号線

歩 ４ － ５ 号線

歩 ４ －

歩 ４ － ３

歩 ４ － ２

号線

小 計

歩 ６ － ９

歩 ４ － １

号線

歩 ６ － ８ 号線

歩 ６ － ４

号線

歩 ６ － ３ 号線

歩 ６ － ２

歩 ６ － １ 号線

区 画 街 路 計

号線

区 ４ － １３ 号線

区 ４ － １２

号線

区 ４ － １０ 号線

区 ４ － ９

号線

区 ４ － ８ 号線

区 ４ － ７

区

画

街

路

街

路

特

殊

街

路

区 分
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形　　状　　寸　　法
幅員(m) 延長（m） 面積（㎡）

2,067.57

6,567.60

27,369.30

289.53

104.65

170.60

192.45

486.16

145.85 整備済み

1,610.35

2,999.59

5,689.73

4,899.28

1,940.69

2,314.62

14,844.32

45,213.21

375.7 1,861.14

375.7 1,861.14

248,889.84

水

路

大正第一幹線都市下水路

水路計

総 合 計

１ － ２ 号 調 整 池

２ 号 調 整 池

４ 号 緑 地

５ 号 緑 地

６ 号 緑 地

２ 号 緑 地

３ 号 緑 地

１ － １ 号 調 整 池

整　備　計　画 摘　　要

調 整 池 計

３ 号 調 整 池

１ 号 緑 地

小 計

３ 号 街 区 公 園

公 園 ・ 緑 地 計

緑 地 計

緑

地

公

園

調

整

池

公

　
園

　
・

　
緑

　
地

区 分

７ 号 緑 地

公 園 計

名　　　　称
道 路
種 別

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 19 - 

 

（７）土地区画整理法第２条第２項に規定する事業の概要 

（イ）事業施行のため必要な工作物その他の物件の内容 

な し 

 

（ロ）事業の施行に係る土地の利用の促進のため必要な工作物その他物件の内容 

１）上水道 

上水道については、地区全域に供給を行うため、道路計画にあわせて給水管の移設及び

新設を行う。 

なお、本事業においては、その一部を実施する。 

 

２）下水道 

中川流域関連八潮市公共下水道計画に基づき、雨水・汚水共に整備を行うものとし、道

路計画にあわせて排水管を布設する。 

雨水は、雨水管渠（φ450 ㎜～φ2,400 ㎜、延長約 6,900ｍ）により、地区内に設け

る３か所の調整池に集水し、流量を調整したのち大正第一幹線都市下水路などを経由し中

川に放流する。 

汚水は、汚水函渠（φ200 ㎜～φ700 ㎜、延長約 22,900ｍ）を設置し、市の下水道

幹線を経て、三郷市の中川流域下水道処理センターにおいて処理する。 

なお、本事業においては、その一部を実施する。 

 

３）ガス 

ガスについては、地区全域に供給するものとし、道路計画にあわせてガス管を布設する。 

なお、本事業においては、その一部を実施する。 

 

■鉄道施設区 

大都市地域における宅地開発及び鉄道整備の一体的推進に関する特別措置法第 12 条に

規定する鉄道施設区を計画する。 

鉄道施設区の面積は約 17,300㎡である。 
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■集合農地区 

大都市地域における宅地開発及び鉄道整備の一体的推進に関する特別措置法第 17 条に

規定する集合農地区を計画する。 

集合農地区の面積は約 2,000㎡である。 

 

■効率化・経営健全化のための取組 

〇保留地の早期売却に向けた販売計画を検討することにより、土地売却収入の安定確保に

努める。 

〇事業の効率化や保留地処分の推進にあたり、民間事業者の持つノウハウを活用する。 

〇国庫補助金等を活用する他、市単独費により事業費の確保に努める。 

 

■経営戦略の事後検証、更新等に関する考え方 

計画は、土地区画整理事業計画の変更時に合わせ見直しを行う。なお、健全な経営に向

けた進捗管理を行うとともに、収支計画と実績との間に大きな乖離があった場合や事業推

進に課題が生じた場合には、原因を分析し、その結果を計画の見直しに活用する。 
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■資金計画書 

１．収入 
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２．支出 
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３．年度別歳入歳出資金計画表 

 



 

-25- 

 


